
 

 

中部イノベ―ション創出共同体 

産業技術の芽 

 

 

技術分野分類  1006A：知覚情報処理・知能ロボティクス                      

技術キーワード  C：音声情報処理                      

産 業 分 類  G-39：情報サービス業                  
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概  要 

 

インターネットの普及に伴い，ディジタル音楽コンテンツの利用が盛んであ

る．ディジタル音楽はその特性上，完全に複製することができるため，違法コ

ピーや違法配信などを防ぐ著作権保護技術の確立が急務となっている．本技術

は，ユーザには知覚されないように著作権情報を音楽情報自体に埋め込み，そ

れを頑健に検出できる著作権管理技術（電子音響透かし法）である． 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

電子音響透かしの研究では，その技術導入後の品質を保証するために，埋め込

み情報に対して(i)知覚不可能性，(ⅱ)秘匿性，(ⅲ)攻撃に対する頑健性を満た

すことが要求されている．従来技術のすべてがこれらの条件のいずれかを満た

すことができず，電子音響透かし技術の普及には至らなかったが，本技術では，

これらを満たしている点で優れている． 

本技術の 

有用性 

本技術は，「蝸牛遅延特性」というヒトの聴覚が有する特性を逆手にとって，

著作権情報を聞こえないよう（知覚不可能性）に音楽情報に埋め込み可能であ

る．また，悪意のあるユーザに埋め込み情報を破壊されたり，容易に入手され

ないような工夫がなされている（頑健性と秘匿性）． 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

   

適用可能製品 
ディジタルオーディオ機器 

携帯電話 

技術 
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作成日 2012年 1月19日 

 

ディジタル音の著作権を管理できます！ 

知覚不可能な電子音響透かし法 


